
川崎市消防局航空隊運航管理規程に関する要綱 

 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、川崎市消防局航空隊運航管理規程（令和２年消防局訓令

第１２号。以下「規程」という。）に関して必要な事項を定める。 

 （用語の意義） 

第２条 この要綱における用語の意義は、規程第２条に定めがあるもののほか

次の各号のとおりとする。 

（１）規程第２条第３号で定める航空業務は、次に定める運航管理業務、操縦

士業務、整備士業務及びその他の業務をいう。 

  ア 運航管理業務 

（ア）地上からの無線等による航空機の運航状況の監視 

（イ）気象情報その他の運航支援情報の収集及び伝達 

（ウ）飛行計画の作成及び通報 

（エ）その他運航管理に必要な事項 

  イ 操縦士業務 

（ア）航空情報及び気象情報の収集 

（イ）航空機の運航可否の判断 

（ウ）飛行前後の機体点検 

（エ）航空機の操縦（操縦技術の向上に資するための訓練を含む。） 

  ウ 整備士業務 

（ア）機体及び装備品等の点検 

（イ）機体各部の交換及び損傷修理作業 

（ウ）整備作業後の航空機の安全性確認行為 

  エ その他の業務 



（ア）運航計画、訓練計画及び航空機の整備計画の作成 

（イ）関係官公庁等への各種申請業務 

（ウ）東京ヘリポート保安関係業務 

（エ）臨着場の調査、庁舎管理その他航空機の適正な運航のために必要な

業務 

（２）集中管理型動態管理システム（以下「動態管理システム」という。）と

は、衛星通信を活用した消防防災ヘリコプターの動態を管理するシステム

をいう。 

（３）当直責任者とは、航空隊の当直勤務中における上席者をいう。 

 （航空業務計画） 

第３条 隊長は、航空業務の年間予定等を記載した年間業務計画（第１号様

式）を作成し、毎年３月２０日までに消防局長に報告するものとする。 

２ 隊長は、前項に定める年間業務計画に基づき月間業務計画（第２号様式）

を作成し、毎月２５日までに警防部長に報告するものとする。 

３ 隊長は、前２項に定める各業務計画に基づき週間予定表（第３号様式）を

作成し、警防部警防課及び指令課に送付するものとする。 

 （業務管理） 

第４条 当直責任者は、勤務中に処理した業務の内容や航空機の運航状況を航

空隊勤務日誌（第４号様式）に記載し、隊長に報告するものとする。 

２ 当直責任者は、勤務者の状況を勤務表（第５号様式）に記載し、隊長に報

告するものとする。 

 （健康管理） 

第５条 隊員は、勤務の開始前に運航安全管理者の立会いのもとアルコール検

査及び検温を行い、自己の健康状態を確認しなければならない。また、勤務

中に車両の運転業務を行った場合は、勤務終了時にアルコール検査を行わな



ければならない。 

２ 運航安全管理者は、隊員の健康状態を確認して健康管理表（第６号様式）

に記載し、隊長に報告しなければならない。 

３ 隊長は、検査の結果、当該隊員が航空業務を行うことが適当でないと認め

る場合は、適切な措置を講じなければならない。 

 （航空機の運航） 

第６条 規程第８条第１項に定める航空機の運航は、別表に掲げる運航区分の

とおりとする。 

２ 日没から日出までの間の航空機の運航については、次の各号のいずれかに

該当する場合とする。 

（１）消防指揮本部が設置される事象が発生した場合の情報収集及び広報活動 

（２）市長が川崎市災害対策本部に参集する場合 

（３）操縦士の技量維持及び教育飛行に該当する場合 

（４）その他消防長が航空機の運航の必要があると認める場合 

３ 隊長は、前項各号に定める場合に航空機を運航しようとするときは、速や

かに警防部長に報告しなければならない。 

４ 警防部長は、前項に係る報告を受けた場合、運航に必要な職員を動員でき

るものとする。なお、動員の連絡は航空隊で行うものとする。 

（運航に必要な人員） 

第７条 航空機の運航に必要な人員は次の各号のとおりとする。 

（１）８時３０分から１７時１５分まで 

ア 航空機１機を運航する場合 

  （ア）乗組員 

操縦士２名、専任航空救助員２名、整備士１名 

  （イ）地上勤務員 



    運航安全管理者１名、運航管理要員１名 

イ 航空機２機を運航する場合 

  （ア）乗組員（１機目） 

操縦士２名、専任航空救助員２名、整備士１名 

  （イ）乗組員（２機目） 

操縦士２名、専任航空救助員１名、整備士１名 

  （ウ）地上勤務員 

    運航安全管理者１名、運航管理要員１名 

（２）１７時１５分から翌８時３０分まで 

ア 乗組員 

操縦士２名、専任航空救助員１名、整備士１名 

イ 地上勤務員 

   運航管理要員１名 

２ 業務内容等により乗組員に変更が必要な場合は、航空隊長がその都度指示

する。 

 （運航不能時の報告等） 

第８条 隊長は、整備又は修理により航空機が運航不能となるときは、警防部

長へ報告するとともに、動態管理システムへの入力処理のほか、必要に応じ

て神奈川県及び関係する消防航空隊等に連絡し、補完体制を確立しなければ

ならない。 

 （航空機の出発承認の代理） 

第９条 運航安全管理者は、隊長に代わり規程第９条第１項に定める承認をす

ることができる。 

２ 運航安全管理者は、前項に基づき出発を承認したときは、速やかに隊長へ

報告するものとする。 



（運航管理） 

第１０条 運航管理要員は、緊急時の連絡体制を確保するとともに、常時航空

機の運航状況を監視して適宜必要な情報を航空機に伝達しなければならない。 

 （運航実施要領） 

第１１条 隊長は、規程第９条第２項に定める運航管理に必要な事項、規程第

１０条に定める操縦士の乗務要件及び次の各号に定める事項を記載した運航

実施要領を定めなければならない。 

（１）運航管理の実施方法 

（２）機長の職務及び権限並びに緊急時に取るべき措置 

（３）その他航空機の運航に必要な事項 

 （航空消防活動時の隊員編成） 

第１２条 規程第１３条に定めるその他必要な隊員は、専任航空救助員、整備

士、航空救助員、救急隊員及びその他の消防職員とする。 

 （航空消防活動実施要領） 

第１３条 規程第１７条に定める航空消防活動実施要領には、次の各号に掲げ

る事項を記載するものとする。 

（１）航空基礎知識に関すること。 

（２）災害種別ごとの対応要領に関すること。 

（３）航空消防活動時における安全管理に関すること。 

（４）地上支援活動に関すること。 

（５）その他必要な事項に関すること。 

 （捜索及び救助体制の確立） 

第１４条 隊長は、次の各号のいずれかに該当する場合は、直ちに消防長に報

告しなければならない。 

（１）航空機が緊急着陸を行おうとしている、又は緊急着陸を行ったとの情報



を得たとき。 

（２）動態管理システムの通信が途切れ、無線交信等が不通となったとき。 

（３）航空機又は搭乗者若しくは乗組員の安全情報が得られないとき。 

２ 隊長は、前項に定める事案を覚知したときは、直ちに次の各号に掲げる事

項に着手しなければならない。 

（１）情報収集活動 

（２）東京空港事務所への通報及び消防庁への連絡 

（３）捜索及び救助活動 

（４）必要資機材の検討 

（５）その他救難体制に必要な事項 

 （航空機事故発生時の報告） 

第１５条 規程第１９条第１項に定める報告は、航空事故報告書（第７号様式）

により行うものとする。 

 （事故が発生するおそれのある事案に係る報告） 

第１６条 規程第２０条に定める航空機に係る事故が発生するおそれのある事

案とは、航空法（昭和２７年法律第２３１号）第７６条の２に定めるものを

いう。 

２ 前項に係る報告は、重大インシデント報告書（第８号様式）により行うも

のとする。 

 （教育訓練等基本計画） 

第１７条 規程第２１条第１項に定める教育訓練基本計画には、次に掲げる事

項を記載するものとする。 

（１）教育訓練等の目標及び内容並びにその実施方法 

（２）教育訓練等に係る安全対策 

（３）教育訓練等に必要な施設及び設備の整備計画 



（４）教育訓練等にあたる指導者の確保及び養成のための対策 

（５）前各号に掲げるもののほか、教育訓練等を効果的かつ安全に実施するた

めに必要な事項 

 （教育訓練等実施計画） 

第１８条 規程第２２条第１項に定める教育訓練等実施計画には、次の各号に

掲げる事項を記載するものとする。 

（１）年間の教育訓練等の目標及び内容並びにその実施方法 

（２）年間の教育訓練等の対象者 

（３）年間の教育訓練等の時間数及び実施時期 

（４）前各号に掲げるもののほか、教育訓練等を円滑に実施するために必要な

事項 

 （航空機使用手続） 

第１９条 規程第２４条第２項に定める者（法人の場合は代表者）は、航空機

の使用を希望する日の１０日前までに、航空機使用承認申請書（第９号様

式）に業務計画書等を添えて、消防長へ申請するものとする。 

２ 前項の申請を受理した場合は、航空機の必要性及び安全性等について審査

し、支障がないと認めるときは使用を承認することができる。 

 （搭乗） 

第２０条 規程第２５条第１項に定める者は、航空機搭乗誓約書（第１０号様

式）に署名し、消防長へ提出しなければならない。 

２ 機長は、規程第２５条第２項に定める遵守事項を搭乗者に説明し、事故防

止に万全を期さなければならない。 

 （臨時離着陸場） 

第２１条 規程第２条第１２号に規定する臨着場は、別に定める。 

２ 隊長は、前項に定める臨着場に変更がある場合は、関係所属長に通知する



ものとする。 

３ 隊長は、規程第２６条第２項に定める連絡を受けた場合は、速やかに当該

臨着場の調査を行い、必要な措置を講じるものとする。 

４ 規程第２６条第３項に定める臨着場の安全対策等は、次の各号に掲げると

おりとする。 

（１）臨着場への立入制限措置 

（２）臨着場以外への飛散物等の防止措置 

（３）砂じん等の飛散防止措置 

（４）着陸帯の標示、風向及び風速の情報提供 

（５）航空機に対する誘導員の配置 

（６）近隣住民等に対する広報 

（７）その他臨着場の安全対策等に必要な事項 

 （委任） 

第２２条 この要綱の施行に際し必要な事項は、別に定める。 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この要綱は、令和３年４月１日から施行する。 

 （川崎市消防航空隊運用管理規程に関する要綱の廃止） 

２ 川崎市消防航空隊運用管理規程に関する要綱（昭和６０年６月１５日付け

６０川消局警防第５６０号）は、廃止する。 

（経過措置） 

３ 第６条第２項については、令和７年３月３１日までの間、段階的に航空機

の運航を行うものとする。 

   附 則 

 （施行期日） 



 この要綱は、令和４年１０月１２日から施行する。 

   附 則 

 （施行期日） 

 この要綱は、令和７年４月１日から施行する。 

 



 

別表（第６条関係） 

運航区分表 

区 分 業 務 内 容 

災

 

害

 

出

 

場 

火 災 消火活動、情報収集及び指揮支援に関するもの 

救 急 傷病者の搬送及び医師等の派遣に関するもの 

救 助 
人命救助及び要救助者の捜索並びに救助隊員等の搬送に

関するもの 

警 戒 火災等の警戒に関するもの 

応 援 応援出場に関するもの 

行

 
 

政 

広 報 市長事務部局等の広報に関するもの 

調査視察 市長事務部局等の調査、視察に関するもの 

撮 影 市長事務部局等の撮影に関するもの 

そ の 他 
市長事務部局及び他の消防本部の依頼による上記以外に

関するもの 

消

防

業

務 

演 習 
総合訓練、消防法第８条に基づく消防訓練、防災訓練等

に関するもの 

警 戒 市内区域の巡視に関するもの 

調 査 消防業務上必要な調査に関するもの 

広 報 消防業務上必要な広報に関するもの 

行 事 市内における式典等の飛行に関するもの 

訓 練 航空救助員を対象とした教育訓練に関するもの 

撮 影 消防業務上必要な撮影に関するもの 

航 

空 

隊 

業 

務 

操縦訓練 操縦士の技量維持及び教育飛行に関するもの 

救助訓練 専任航空救助員の技量維持及び教育飛行に関するもの 

調 査 運航管理上必要な調査及び撮影に関するもの 

空 輸 航空機の定期整備に伴う機体の搬入及び領収に関するもの 

検 査 耐空証明検査、修理改造検査、無線検査等に関するもの 

試験飛行 整備作業後の確認飛行検査に関するもの 

 



点検・整備計画

及び
飛行時間

消防局・各署行事

１
号
機

教  育  訓  練

２
号
機

区分

（所管、局含む）

主  用  行  事

整

備

日

程

飛

行

時

間

整

備

日

程

飛

行

時

間

航　空　隊

５月 ６月 １月 ２月７月

備　考

第１号様式

８月 ９月 ３月１１月

　　　　　　　　　年　　度　　航　　空　　隊　　業　　務　　計　　画

１２月１０月４月



1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

飛
行
時
間

１
号
機

２
号
機

行政予定

第２号様式

区分

整備予定

備　　考

訓練予定

業務予定

　　　　　年　　　月　　航　　空　　隊　　業　　務　　計　　画
航空隊



第３号様式

          年 　　　 月

木

飛
行
予
定

午
　
前

午
　
後

１号機 ２号機

月 火 水曜日

そ
よ
か
ぜ
２

午
　
後

時
間

残時間

午
　
　
後

業
務
予
定

午
　
　
前

航　　空　　隊　　週　　間　　予　　定　　表残時間
飛行予定

金 土 日

午
　
前

飛行時間 飛行時間

日付

そ
よ
か
ぜ
１

時差勤務

休暇等

時間外対応等

日勤者

当直員

（　）は出張隊員

局事務連絡

運航管理AM/PM



第４号様式 

 航空隊勤務日誌 

   年 月 日 報告者  課別 １課日・２課日 

天

候 

Ａ Ｍ  □ ＶＭＣ  □ ＩＭＣ 

Ｐ Ｍ  □ ＶＭＣ  □ ＩＭＣ 

業

務 

 

飛

行 

機体 時 間 目 的 航空消防活動指揮者 機長／副操 乗組員 飛行時間 

       

       

       

       

       

       

整

備 

１号機 

日々点検 

ＡＭ □良 □否 ＰＭ □良 □否 

： ： 

２号機 

日々点検 

ＡＭ □良 □否 ＰＭ □良 □否 

： ： 

出

場 

種別／区分 発生場所 活動状況 

   

   

   

備

考 

 

勤

務 

当直 日勤 週休 出張 休暇等 非直 

      

人
員
補
充 

操縦  整備  救助  

 



第５号様式

7 86324 1 22220 4 5

航空隊

　勤　　務　　表

23

人　員　補　充

8 9 10 11 12 13 14 2115 16 17 18 19

災 害
出 場

7

備　考

監 督 巡 回

年　　月　　日（　　）



第６号様式

航空隊長

勤務前 運転後

㎎/l ㎎/l 度
良・不良

㎎/l ㎎/l 度
良・不良

㎎/l ㎎/l 度
良・不良

㎎/l ㎎/l 度
良・不良

㎎/l ㎎/l 度
良・不良

㎎/l ㎎/l 度
良・不良

㎎/l ㎎/l 度
良・不良

㎎/l ㎎/l 度
良・不良

㎎/l ㎎/l 度
良・不良

㎎/l ㎎/l 度
良・不良

㎎/l ㎎/l 度
良・不良

㎎/l ㎎/l 度
良・不良

㎎/l ㎎/l 度
良・不良

㎎/l ㎎/l 度
良・不良

㎎/l ㎎/l 度
良・不良

㎎/l ㎎/l 度
良・不良

㎎/l ㎎/l 度
良・不良

㎎/l ㎎/l 度
良・不良

㎎/l ㎎/l 度
良・不良

㎎/l ㎎/l 度
良・不良

㎎/l ㎎/l 度
良・不良

健康管理表

　　年　　月　　日

№ 氏 名 体調 備 考体温
アルコール検査

運航安全管理者



第７号様式 

航空事故報告書 
 
川消航第   号 
年  月  日 

 
消防庁長官 様 

 
川崎市消防長 

 
消防防災ヘリコプターの運航に関する基準第２０条第２項の規定に基づき、次のと

おり報告します。 

１ 発生日時    ：    年  月  日  時  分 

２ 発生場所    ： 

３ 航空機     ：登録記号      無線呼出符号        

           型式        航空機の使用者        

４ 運航団体及び  ：団体名               

  運航責任者    運航責任者             

５ 出発地及び   ：出発地                  

  到着予定地    到着予定地                

６ 搭乗者     ：乗組員    名  搭乗者    名 

７ 機長      ：所属            氏名         

８ 概要      ： 

 

９ 人の死傷又は  ： 

  物件の破壊 

10 機体の破壊等  ： 

 

11 その他参考事項 ： 

 

12 連絡先     ： 



第８号様式 

 
重大インシデント報告書 

 
川消航第   号 
年  月  日 

 
消防庁長官 様 

 
川崎市消防長 

 
消防防災ヘリコプターの運航に関する基準第２１条第の規定に基づき、次のとおり

報告します。 

１ 発生日時    ：    年  月  日  時  分 

２ 発生場所    ： 

３ 航空機     ：登録記号      無線呼出符号        

           型式        航空機の使用者        

４ 運航団体及び  ：団体名               

  運航責任者    運航責任者             

５ 出発地及び   ：出発地                  

  到着予定地    到着予定地                

６ 搭乗者     ：乗組員    名  搭乗者    名 

７ 機長      ：所属            氏名         

８ 概要      ： 

 

９ 人の死傷又は  ： 

  物件の破壊 

10 機体の破壊等  ： 

 

11 その他参考事項 ： 

 

12 連絡先     ： 



第９号様式 

 航空機使用承認申請書 

 
年  月  日 

 
（宛先）川崎市消防長 

 
申請者 
所属又は住所  
役職・氏名   

 
航空機の使用について、次のとおり申請します。 

運 航 日 時 
（ 予 備 ） 

年  月  日   時  分～ 時  分 
年  月  日   時  分～ 時  分 

運 航 目 的 
□ 広報活動  □ 調査活動  □ 航空写真・動画撮影 
□ 視察    □ その他（             ） 

代 表 者 
の 氏 名 

氏名         

目的地及び 
運 航 経 路 

目 的 地  
運航経路  

搭 載 物 
□ 有 
□ 無 

種 類 数 量 重 量 
   

連 絡 先 ℡    （     ） 

受  付  欄 摘    要    欄 
 
 

 

備考 １ 申請者は、太線の枠内のみ記入してください。 
   ２ 申請者は、航空機を使用する業務の計画書等を添付してください。 
   ３ 航空機が離着陸を行う場合は、付近の見取図及び離着陸場所の詳細図を添付して

ください。 
   ４ 中止又は内容の変更がある場合は、直ちに航空隊に連絡してください。 
   ５ 運航は、気象状況によって変更又は中止することがあります。 



第１０号様式 

航空機搭乗誓約書 

 
年  月  日 

 
（宛先）川崎市消防長 

 
搭乗代表者 
所属又は住所  
役職・氏名   

 
航空機への搭乗にあたり、貴局における関係例規等の規定を遵守するとともに、運

航中は機長及び乗組員の指示に従います。 
また、運航中に発生した体調の不良及び搭乗者の過失による物損等については、当

方において責任をもって処理いたします。 
 

搭 乗 者 生 年 月 日 

住所 

氏名             年齢   歳 
   年  月  日生 

住所 

氏名             年齢   歳 
   年  月  日生 

住所 

氏名             年齢   歳 
   年  月  日生 

住所 

氏名             年齢   歳 
   年  月  日生 

住所 

氏名             年齢   歳 
   年  月  日生 

住所 

氏名             年齢   歳 
   年  月  日生 

備考 １ 搭乗者が未成年の場合は、親権者又は後見人の住所、氏名、年齢及び続柄

を記入してください。 
   ２ 搭乗者の氏名は、自筆での署名をお願いします。 


